
美
し
い
瀬
戸
内
沿
岸
。

大
正
ロ
マ
ン
の
時
代
に
生
き
た

竹
久
夢
二（
一
八
八
四
〜
一
九
三
四
年
）も
、

こ
の
風
土
の
中
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。

そ
し
て
今
年
は
、
没
後
七
〇
年
、

そ
し
て
生
誕
一
二
〇
年
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
、

全
国
各
地
で
夢
二
の
足
跡
を
し
の
ぶ
催
し
が

企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ゆ
か
り
の
地
を
め
ぐ
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
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夢
二
紀
行
の
ス
タ
ー
ト
は
後
楽
園
か
ら
す
ぐ
の「
夢

二
郷
土
美
術
館
」か
ら
。
岡
山
市
を
流
れ
る
旭
川

河
畔
に
た
た
ず
む
同
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
現

在
、
原
画
約
千
点
、
資
料
は
千
五
百
点
に
も
の
ぼ

り
、夢
二
に
関
す
る
も
の
で
は
、最
高
の
所
蔵
点
数

を
誇
り
ま
す
。
夢
二
生
誕
一
〇
〇
年
を
記
念
し
て

建
て
ら
れ
た
風
見
鶏
の
あ
る
赤
レ
ン
ガ
造
り
の
建

物
も
、
夢
二
と
大
正
時
代
を
し
の
ぶ
に
ふ
さ
わ
し

く
、
岡
山
の
新
名
所
と
し
て
多
く
の
人
を
迎
え
て

い
ま
す
。

▼
夢
二
郷
土
美
術
館
／
岡
山
市
浜
２-

１-

32
／

０
８
６-

２
７
１-

１
０
０
０
／
月
曜
休（
祝
日
の

場
合
は
翌
日
）／
９
時
〜
16
時
30
分
開
館
／
入
館

料
７
０
０
円
※
竹
久
夢
二
伊
香
保
記
念
館（
群
馬

県
）と
初
共
催
す
る
生
誕
１
２
０
年
記
念
の
特
別

展
が
現
在
全
国
巡
回
中（
岡
山
会
場
は
10
月
６
日

〜
10
月
18
日
・
岡
山
高
島
屋
）。

http
://w
w
w
.yum

eji-art-m
useum

.com
/

竹
久
夢
二
の
ロ
マ
ン
を
た
ず
ね
る

夢
二
生
誕
1
2
0
年
記
念
の

『
夢
二
の
猫
』た
ち
を
再
現
し
た

可
愛
い
い
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
グ
ッ
ズ

が
人
気
で
す

ハ
イ
カ
ラ
趣
味
の
夢
二
が
好
ん

だ
ガ
ル
バ
ル
ジ
ィ
と
呼
ぶ
ド
イ
ツ

風
菓
子
も
再
現
し
て
夢
二
郷
土

美
術
館
の
み
で
販
売
中

夢
二
オ
リ
ジ
ナ
ル
ラ
ベ
ル
の
ワ
イ
ン
や
日
本
酒
な
ど
限
定
ラ
ベ
ル
の
商

品
も
全
国
の
フ
ァ
ン
に
人
気
だ
そ
う

そ
し
て
夢
二
の
生
誕
地
、邑
久
町
へ
。ま
ず
立
ち
寄

っ
た
邑
久
町
立
郷
土
資
料
館
は
、
二
階
に
考
古
資

料
室
、
ま
た
人
形
遣
い
の
竹
田
喜
之
助
の
資
料
の

部
屋
が
い
く
つ
か
あ
る
三
階
に
郷
土
資
料
室
が
あ

り
、
邑
久
生
ま
れ
の
化
学
者
、
古
武
弥
四
郎
の
資

料
な
ど
と
な
ら
ん
で
、夢
二
の
ス
ケ
ッ
チ
や
足
跡
を

し
の
ぶ
資
料
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
邑
久
町
立
郷
土
資
料
館
／
邑
久
町
尾
張
４
６

５-

１
／
０
８
６
９-

２
２-

１
２
１
６
／
月
曜
と
祝

日
の
翌
日
休（
連
休
等
は
平
日
に
振
替
え
）／
９

時
〜
16
時
30
分
開
館
／
入
館
無
料

夢二郷土美術館 

邑
久
町
立 

郷
土
資
料
館 

牛窓神社 

夕
立
受
山 

道
の
駅 

黒
井
山
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク 

竹
久
夢
二
生
家 

少
年
山
荘 

岡
山
駅 

東岡山駅 

邑久駅 

R2

R2

前島 

片上湾 

備前IC

邑久IC

JR山
陽新
幹線
 

Ｊ
Ｒ
赤
穂
線 

Ｊ
Ｒ
山
陽
本
線 

岡山
ブル
ーラ
イン
 

君津IC

大
正
浪
漫
の
時
間
が
流
れ
る
郷
土
美
術
館
の
展

示
室
。
ず
ら
り
と
並
ぶ
秀
作
に
感
動

後楽園からすぐの旭川河畔にある夢二郷土美術館。全国の夢二ファンが一度は
必ず訪れたいと願うメッカだ

邑久町郷土資料館の郷
土資料室

夢二生誕地の邑久町なら
ではの展示が工夫されて
いる

竹
久
夢
二
生
誕

百
二
十
年



夢二の墓 

大師堂 

古
武
弥
四
郎
の
歌
碑 

高星神社 
少年山荘 

車両通行不可 

徒歩40分 

徒歩20分 

車で通れます 

旧
明
徳
小
学
校 

天保地蔵 静円寺 

夢
二
生
家 

正富汪洋の詩碑 

・夢二が遊んだ高星神社の鳥居 

・夢二ゆかりの静円寺 

・大師堂の石灯籠は夢二の絵にも出てくる 

・古武弥四郎の歌碑 

・天保地蔵 

・古武弥四郎の歌碑 

・正富汪洋の詩碑 

・旧明徳小学校 

夢二遊歩道 
http://www.yumeji-art-museum.com/images/walkingmap.pdf

夢二遊歩道ルート 
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邑
久
は
、
千
町
の
沃
野
と
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ

た
美
し
い
里
。
叙
情
的
な
画
風
で
一
世
を
風
靡
し

た
夢
二
は
、明
治
十
七
年
に
邑
久
郡
の
本
庄
村
に

生
ま
れ
、
十
六
才
ま
で
の
多
感
な
少
年
時
代
を
暮

ら
し
ま
し
た
。
萱
葺
き
の
生
家
が
、
今
も
当
時
の

ま
ま
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
生
家
の
す
ぐ

近
く
に
、夢
二
が
東
京
に
建
て
て
い
た
ア
ト
リ
エ「
少

年
山
荘
」が
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
夢
二

ゆ
か
り
の
寺
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
横
尾
山
静
円

寺
に
続
く「
夢
二
遊
歩
道
」が
整
備
さ
れ
て
お
り
、

少
し
散
策
し
て
み
る
の
も
い
い
か
も
。
生
家
か
ら
約

十
分
ほ
ど
歩
く
と
、夢
二
の
戒
名
も
刻
ま
れ
た「
武

久
家
の
墓
」が
あ
り
ま
す
。

▼
夢
二
生
家
／
邑
久
町
本
庄
／
０
８
６
９-

２
２-

０
６
２
２（
夢
二
生
家
）／
月
曜
休（
祝
日
の
場
合

は
翌
日
）／
10
時
〜
16
時
30
分
開
館
／
入
館
５
０

０
円
※
夢
二
生
家
と
少
年
山
荘
の
両
方
見
学
可
。

夢
二
郷
土
美
術
館
と
の
割
引
共
通
チ
ケ
ッ
ト
あ
り

牛
窓
か
ら
通
行
無
料
と
な
っ
た
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
を
通

っ
て
道
の
駅
・
黒
井
山
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
へ
。
邑
久
郡

内
の
季
節
の
青
果
物
や
花
、手
作
り
パ
ン
や
ケ
ー
キ

な
ど
が
並
ぶ
、
今
年
新
し
く
オ
ー
プ
ン
し
た「
ゆ
う

ゆ
う
交
流
館
」の
交
流
コ
ー
ナ
ー
に
は
現
在
、
生
誕

一
二
〇
年
を
記
念
し
て
竹
久
夢
二
に
ス
ポ
ッ
ト
を

あ
て
た
展
示
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ド
ラ
イ

ブ
ル
ー
ト
は
、
東
の
備
前
・
日
生
方
面
へ
。
瀬
戸
内

の
美
し
い
沿
線
風
景
が
ど
こ
ま
で
も
続
き
ま
す
。

▼
黒
井
山
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
／
邑
久
町
虫
明
／
０

８
６
９-

２
５-

０
８
９
１（
有
限
会
社
曙
の
里
お

く
）／
無
休
／
９
時
30
分
〜
17
時
30
分
開
館
／
入

館
無
料

邑
久
の
里
か
ら
は
瀬
戸
内
海
も
近
い
。
次
に
、
夢

二
が
生
家
か
ら
歩
い
て
よ
く
訪
れ
た
と
い
う
牛
窓

へ
向
か
い
ま
す
。
町
の
中
の
細
い
路
地
を
行
く
と

突
然
現
れ
る
古
い
牛
窓
港
の
風
景
。
海
水
浴
場
を

望
む
高
台
に
あ
る
牛
窓
神
社
は
、平
安
中
期
の
創

建
と
い
い
、幼
い
頃
の
夢
二
が
拝
殿
に
掲
げ
ら
れ
た

奉
納
画
を
見
て
絵
心
を
目
覚
め
さ
せ
た
と
い
わ
れ

ま
す
。

生
家
近
く
に
復
元
さ
れ
た
木
造

洋
館「
少
年
山
荘
」は
夢
二
が
東

京
都
世
田
谷
区
松
原
に
1
9
2

4
年
に
建
て
た
ア
ト
リ
エ

竹
久
先
祖
代
々
之
墓
に
は
戒
名
「
竹
久
亭
夢
生
楽
園
居
士
」と
本
名
「
茂

次
郎
」が
刻
ま
れ
て
い
る

静
円
寺（
じ
ょ
う
え
ん
じ
）竹
久
夢
二
ゆ
か
り
の
寺
と

し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
寺
院
。
本
堂
、
多
宝
塔
な
ど

は
県
指
定
の
重
要
文
化
財

364段の階段を登る牛窓神社。北側から
登る裏参道なら小型車で境内まで進むこ
とができる

邑
久
町
の
竹
久
夢
二
生
家
。
今
も
往
時
の
ま
ま
に
夢
二
の
部
屋
な
ど

も
保
存
さ
れ
て
い
る

旧フェリー乗場のある牛窓港。昔ながらの
町並が正面に見える本蓮寺のあたりまで
続く

黒井山グリーンパークにできた「ゆうゆう交流館」にも
竹久夢二を偲ぶ関連展示があった

瀬
戸
内
と
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
が
美
し
い
夕
立
受
山
展
望
所
か
ら
の
風
景
。

備
前
IC
で
一
般
道
に
降
り
る
と
百
数
十
メ
ー
ト
ル
南
に
進
入
路
が
あ
る

夢二生家に備えてある「夢二遊歩道」散策
地図

のんびり、ゆっくり歩いてみれば大正時代
にタイムスリップ

旧明徳小学校跡／夢二が通った小学校跡
までは徒歩30～40分ぐらい

高
星
神
社
／
夢
二
が
幼
い
こ
ろ
よ
く
遊
ん
だ
神
社

天保地蔵／道の傍らに佇む古い地蔵




